様式第１

第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
教員人事会議議長　殿
○○○学系長
教員採用計画について
下記のとおり，教員採用計画を定めましたので，ご承認願います。
記
	講座・センター
・機構
	

	分野
	

	教室
	

	担当授業科目
	

	ポストの経緯
	

	採用予定年月日
	　　　　年　　月　　日
	選考委員会
開設時期
	　　　　年　　月頃

	採用に当たって　留意すべき事項
	

	その他
	


様式第２
○○年○○月○○日
東京学芸大学教育学部
○○○○学系長
○○○○（公印省略）
教員の公募について
１．職名及び人数　准教授または講師　１名
２．所属組織　　　研究組織：　○○○○学系　○○○○講座　○○○○分野
　　　　　　　　　教育組織：　○○○○教室
（注：教室に所属しない各センター又は機構の教員を公募する場合は
「所属組織　　　○○センター」「所属組織　　　○○機構」とする。）
３．専門領域　　　○○○○学
４．職務内容
（１）学部生並びに大学院生の教育・研究指導
主な担当科目：○○概論，○○論，○○学演習，○○学実習，○○実践論演習
（２）○○○○学に関する研究
（３）教員養成及び大学運営に関する業務
５．応募資格
（１）○○の学位又はそれと同等の研究業績を有すること。
（２）授業及び職務遂行に支障のない日本語能力を有すること。
（３）本学が教員養成系大学であることを理解し，関連業務に積極的に従事できること。
（４）小学校，中学校○○科及び高等学校○○科教員免許を有することが望ましい。
（５）小学校・中学校等の学校現場において指導経験を有することが望ましい。
（６）年齢○○歳以下の者（採用予定日現在）
年齢制限の設定は長期勤続によるキャリア形成を図るためである。（雇用対策法施行規則第１条の３第１項第３号イ）
６．採用予定日　　　○○年○○月○○日
７．提出書類
（１）履歴書１通（写真貼付,連絡先の電話番号及びe-mail アドレスを必ず明記）
（２）研究業績一覧（①著書，②論文，③その他に分けて記入。査読の有無を明記）
（３）主な研究業績５点（コピー可）
（４）教育業績一覧
（５）社会貢献・学会活動実績一覧
（６）研究活動の概要と今後の研究及び教育に対する抱負（２０００字程度）
（７）担当科目のシラバス案
８．提出期限 　　　○○年○○月○○日（○）必着
９．選考方法
（１）東京学芸大学教員選考規程に基づいて行う。
（２）本学の教員の選考においては，男女共同参画社会基本法（平成11年法律第78号）の精神を尊重し，業績等の評価において同等と認められた場合には，女性を積極的に採用する。
（３）本学は国籍，障がい等による差別を排除し，公平な選考を行う。
（４）必要に応じて面接（模擬授業等を含む）を行う。
（５）選考結果については，選考が終了次第本人宛に通知する。
（６）提出書類は原則として返却しない。
（７）応募に関わる費用（面接等の旅費を含む）は応募者の負担とする。
１０．書類送付先
〒184－8501 東京都小金井市貫井北町４－１－１
東京学芸大学○○○○学系長　○○○○
封筒の表に「○○○○講座教員応募書類」と朱書きする。
１１．問い合わせ先
東京学芸大学○○○○学系　○○○○分野主任　○○○○
メールアドレス：○○○○@u-gakugei.ac.jp
件名には必ず「教員公募について」と記入すること。
１２．その他
提出いただいた個人情報は当公募の選考にのみ利用します。
※　下線部は，例示である。
二重下線を付した項目は必須項目ではなく削除可能である。
また, 上記の項目以外に必要に応じて項目を追加してよい。
※　「５．応募資格」の「（５）学校現場における指導経験」と「（６）年齢制限」を同時に記載することはできない。
※　年齢構成上，真にやむを得ない場合に限り，年齢制限を付すことができる。
ただし４５歳以上の年齢制限はできない。また職業経験については不問とすること。
様式第３の１
全応募者一覧
	No.
	氏名
	性別
	年齢
	専門領域
	学位
	現職
	在職した教育・研究機関名とその在職年数
	主な業績（タイトル）
	その他の業績
	教員免許
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	論文数（うち審査論文数）
	著書数（うち単著数）
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜選考経緯＞
○○分野主任（又は○○センター長若しくは○○機構長）　氏　名
○○教室主任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
注：空欄は作品数又は発表数等，追加記載が必要な場合に使用する。２つ以上の欄を設けてもよい。
様式第３の２
昇任候補者

	氏名
	性別
	年齢
	専門領域
	学位
	現職（現職勤務年数）
	採用又は以前の昇任の際の選考以後の業績
	備考

	
	
	
	
	
	
	論文数（うち審査論文数）
	著書数（うち単著数）
	業績のうち課程認定の申請書に記載できる業績の数
＊
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜選考経緯＞
注：空欄は作品数又は発表数等，追加記載が必要な場合に使用する。２つ以上の欄を設けてもよい。
＊欄
１　教授昇任の場合のみ記載する。
２　学校教育系教室に所属する教員の教授昇任の際には，幼・小または中学校教員免許に必要な教職科目または教科教育科目（初等○○教育法など）の講義内容を裏付けることができる業績が２以上必要。
３　教育支援系教室に所属する教員の教授昇任の際には，幼・小・中または高等学校教員免許に必要な教職科目または教科教育科目の講義内容を裏付けることができる業績，または，小・中または高等学校の教育支援に関する業績が計２以上必要。
４　ここでいう業績とは，学術雑誌・教育関係雑誌・紀要・著書・報告書等に掲載された業績をいう。
様式第４
開設番号　　　

教 員 候 補 者 選 考 調 書

○○○○講座（○○○○分野）

○ ○ ○ ○ センター
○ ○ ○ ○ 機構
　　 　　　年 　　　月 　　　日
○　○　○　学　系　教　授　会
選　考　委　員　会　委　員
委　員　長
委　　　員

選　　定　　表

	区分
	

	選考基準該当条項
	

	賛成投票数
	

	選考委員会

開催年月日
	

	氏名
	

	公募の方法
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・学会誌等・関係機関への送付・その他（　　）


注）第30条の規定により大学院担当者の選考を行った場合は，その該当条項を併せて選考基準該当条項欄に記入する。また，公募の方法欄は，採用の選考を行った場合に限り記入する。

選　　考　　調　　書

eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　　　　　名)
生　年　月　日

現　　住　　所

（国　　　籍）

Ⅰ　略　　　歴

　１　学　　　歴

　２　学位・称号

　３　免許・資格
　４　職　　　歴

Ⅱ　研究業績

　１　著　　　書

　２　論　　　文

　３　芸術及び体育業績

　４　翻　　　訳

　５　研究報告書及び調査報告書

　６　学会発表等

　７　学術研究上の開発

　８　学術研究及び専門性に関わる受賞
　９　その他学術研究上の特記事項
　10　前回記載の主な業績

Ⅲ　教育業績
　１　教育歴の内容

　２　指導の状況

　３　授業公開等の実績

　４　作成した教科書や教材等
　５　教育に関する執筆・発言等
　６　教育に関する社会的貢献
　７　教育に関する受賞等
　８　教育に関する実務経験
　９　その他の教育実績及び特記事項
Ⅳ　学界及び社会における活動

備考　外国人は，国籍を記載する。

様式第５
第　　　　　　　　　号
　　　年　　月　　日
教員人事会議議長　殿
○○○学系長
教員候補者選考結果報告書
下記のとおり，教員候補者を選考しましたので報告します。
記
	開設番号
	

	講座（分野）名・センター名
・機構名
	

	氏名　（年齢）
	

	区分
	

	選考基準該当条項
	

	選考委員会
	開催年月日　　　　賛成投票数　　　　／

	教授会
	開催年月日　　　　賛成投票数　　　　／

	採用予定年月日
	

	選考の経緯
	応募者数
男（うち外国人）
女（うち外国人）
計（うち外国人）
　　（　　）
　　（　　）
　　（　　）
選考の経緯


注：選考調書及び公募要領を添付すること。
年齢は，採用予定年月日現在のものを記載する。
様式第６
教員選考結果報告書
	選考区分
	所属
	職名
	ふりがな
氏名（年齢）
	採用等予定年月日
	備考

	採用
	
	
	
	
	


「選考区分」欄には，採用，昇任，移籍，兼任及び復帰並びに大学院担当者の別を記載する。
「年齢」は，採用等予定年月日における年齢を記載する。
「採用等予定年月日」欄には，非常勤講師及び特任教員の場合は雇用期間を記載する。
「備考」欄には，第39条第３項により選考を省略する場合は，前回雇用年度を記載する。
様式第７
第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
　　　　東京学芸大学長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○学系長
教員候補者選考委員会開設申請書
下記のとおり教員候補者選考委員会の開設を申請します。
記
	１　選考委員会名
	　　　　　　講座（分野）・センター・機構　教員候補者選考委員会

	２　選考職名
	
	採用
	昇任

	３　専門領域
	

	４　研究組織
	　　　　　　　　講座・センター・機構　　　　　　　　分野
現員
教授
准教授
講師
助教
計
講座・ｾﾝﾀｰ
・機構
分野


	５　教育組織
	　　　　　　　　教室
教室担当教員数
現員
教室
構成分野


	６　申請事由
	

	７　委員構成
	（1）○○○○学系長
（2）△△△△分野主任
（3）○○○○講座（※教育実践創成講座の場合：△△学系〇〇〇〇講座××分野）
（4）□□□□学系長の指定する教授　３名

	８　開設番号
	


注：７ (3)について，教育実践創成講座に移籍した者を委員とするときは，移籍する前の学系，講座及び分野を併記すること。
○○○分野主任（又は○○○センター長若しくは○○○機構長）　氏名
○○○教室主任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
様式第８
非常勤講師候補者選考調書
	教室名

センター名
機構名
専攻名
	氏　　名

生年月日

（年齢）
	最終学歴

卒業・修了年月

学位・称号

取得年月
	主な研究
・教育業績
	主な職歴

・資格等
（○印現職）
	担当科目
	春学期
	秋学期
	雇用期間
	備考

	
	
	
	
	
	
	週時数
	曜日

時限
	週時数
	曜日

時限
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式第９

第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
　　　　東京学芸大学長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○学系長
非常勤講師候補者選考結果報告書
下記のとおり，教員候補者を選考しましたので報告します。
記
	教室名

センター名
機構名
	氏　　名

生年月日

（年齢）
	最終学歴

卒業・修了年月

学位・称号

取得年月
	主な研究
・教育業績
	主な職歴

・資格等
（○印現職）
	担当科目
	春学期
	秋学期
	雇用期間
	備考

	
	
	
	
	
	
	週時数
	曜日

時限
	週時数
	曜日

時限
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


備考１　第２５条第３項１号及び第２号に該当する者にあっては，最終学歴，卒業・修了年月，学位・称号取得年月，主な研究・教育業績及び主な職歴・資格等欄の記載は省略する。ただし，現職者にあっては，主な職歴・資格等の欄に現職名を記載する。
２　備考欄には，前回の雇用年度を記載する。

様式第１０
第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
　　　　東京学芸大学長　殿
○○○学系長
大学院教育学研究科担当者候補者選考結果報告書
下記のとおり，候補者を選考しましたので報告します。
記
	開設番号
	専攻名
	選考区分
	選 考 基 準
該 当 条 項
	賛　成
投票数
	選考委員会
開設年月日
	論文数（うち

審査論文数）
	著書数（うち単著数）
	ふりがな

氏名（年齢）

	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式第１１
第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
　　　　東京学芸大学長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○専攻代表
○○○学系長
大学院教育学研究科担当者候補者選考委員会開設申請書
下記のとおり大学院教育学研究科担当者候補者選考委員会の開設を申請します。
記

	１　選考委員会名
	　　　　　　　　　　　専攻　
大学院教育学研究科担当者選考委員会

	２　候補者氏名
	

	３　選考区分
	

	４　申請理由
	

	５　開設番号
	


様式第１２
第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
　　　　東京学芸大学長　殿
○○○学系長
大学院教育学研究科担当非常勤講師候補者選考結果報告書
下記のとおり，教員候補者を選考しましたので報告します。
記
	専攻名
	氏　名
生年月日
（年齢）
	主な職歴等
（○印現職）
	担　当
科　目
	曜日・時限
（雇用期間）
	資格認定年月日
	論文数（うち

審査論文数）
	著書数（うち単著数）
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	


備考　第３９条第３項に該当する者にあっては，備考欄に前回の雇用年度を記載する。また，論文数及び著書数の欄は削除する。

